
R3末 R3中 R2末 評価 意　見　・　要　望・　改 善 案 評価 コメント

1 重点目標に基づいた教育活動ができるよう分掌への働きかけは適切であったか 3.2 3.1 3.1 Ａ

2 教職員の教育活動に対する取り組みへの協力は適切であったか 3.2 3.4 3.2 Ａ

3 運営委員会・職員会議・課程会議の運営は適切であったか 3.2 3.4 3.2 Ａ

4 校内組織の編成は適切であったか 2.5 2.3 2.6 Ｂ

5 年間行事を、全日制・通信制・各分掌と調整し、適切に計画したか 3.4 3.3 3.0 Ａ

6 儀式的行事の運営は適切だったか 3.2 3.4 3.4 Ａ

7 奨学金制度についての広報及び手続は適切だったか 3.3 3.3 3.0 Ａ

8 教員及び生徒の危機管理意識を向上させることができたか 3.1 3.1 3.0 Ａ

9 HPへの記事掲載が頻繁に行われるよう、行事等担当者への働きかけは適切であったか 3.0 2.9 2.8 Ｂ

10 出席率を向上させるための働きかけは適切であったか 3.1 3.0 2.9 Ａ

11 生徒の出欠・成績に関する共通理解を図るための情報提供は適切であったか 3.2 3.3 3.3 Ａ

12 年間曜日設定及び曜変により、バランスのとれた授業時数の確保につなげたか 3.2 3.0 3.1 Ａ

13 授業実施において、通信制・全日制との調整を適切に行ったか 3.4 3.3 3.1 Ａ

14 図書館及び蔵書の管理は適切であったか 3.1 3.3 3.1 Ａ

15 生徒が積極的に読書するよう、適切な働きかけを行ったか 2.8 2.8 2.6 Ｂ

16 生徒にTPOに応じた身だしなみやふるまい・マナーを意識させることができたか 3.0 3.0 2.7 Ｂ

17 生徒会執行部の活動をはじめ、各種委員会活動を活性化させることができたか 3.2 3.1 2.9 Ａ

18 生徒会行事がスムーズに運営できたか（総会、交流会、スポーツ大会、送る会） 3.2 3.6 3.2 Ａ

19 安全・安心な学校づくりのために、いじめ防止に努めたか（アンケート、生徒理解） 3.2 3.3 2.7 Ａ

20 人権・同和教育は計画的に推進されたか（推進委、HR活動、たより、教職員研修等） 3.2 3.7 3.6 Ａ

21 道徳教育は計画的に推進されたか（ふるまい推進、コミトレ、教職員研修等） 3.2 3.7 3.3 Ａ

22 定時制通信制の連携のとれた進路指導体制を構築できたか　 3.1 3.1 3.2 Ａ

23 ４年間を見通した進路計画が作成できたか　 2.8 3.0 2.9 Ｂ

24 インターンシップは適切に行われたか 3.2 3.4 3.2 Ａ

25 担任が進路指導ができるよう、適切な情報を提供したか 3.0 3.3 2.8 Ｂ

26 進路行事（進学・就職説明会、企業・学校見学、進路ガイダンス）の内容は適当なものであったか 3.4 3.4 3.1 Ａ

27 心と体の健康講座のテーマと時期の設定は適切であったか 3.3 3.6 2.9 Ａ

28 健康観察、健康診断による健康状態を把握し、生徒が自己管理できるように働きかけたか 3.1 3.2 2.6 Ａ

29 SC、教育相談員など人的援助の活用と関連機関との連携を図り、相談・支援事業の充実につなげたか 3.4 3.3 2.9 Ａ

30 （特支）関係者・外部団体と連携し、情報交換会を開催したか 3.2 3.3 3.0 Ａ

31 （特支）研修は適切だったか 3.1 3.1 2.6 Ａ

32 日々の学習に真面目に取り組んだか 3.1 3.0 3.0 Ａ

33 時間を守ることができたか 2.8 3.3 2.9 Ｂ

34 挨拶ができるようになったか 2.9 3.1 2.9 Ｂ

35 TPOに応じた言葉遣いができるようになったか【２、３年次のみ】 3.0 3.0 2.7 Ｂ

36 下級生の模範となる行動ができるようになった【３、４年次のみ】 2.9 3.0 2.9 Ｂ

37 「自律」できるようになったか【４年次のみ】 2.6 2.9 3.3 Ｂ

38 　効率的・効果的な予算執行 3.3 3.5 3.4 Ａ

39 　迅速・的確な施設設備の補修・保全と教育環境の整備 3.4 3.4 3.4 Ａ

40 　事務部と教員の円滑な連絡・調整 3.4 3.4 3.5 Ａ

次年度への改善策
※評価基準（４：良い、３:やや良い、２：やや悪い、１：悪い ／ A：4.0～、B：3.0～、C：2.0～） ⇒　　　　　

令和３年度　　学校評価報告書　（浜田高等学校 定時制課程）　

自　己　評　価 学　校　関　係　者　評　価

【２】 総　務

①防災訓練で、すべての生徒が消火体験なども実施することができて良かった。休憩時間中の避難
訓練などもできるとさらに対応力が高まる。②予定を組む際、会議以前に関係先に相談すると助か
る。
③答辞・授賞式挨拶など、本来の担当などを明らかにした上で決定お願いする。

A 　良好な取り組みと言える。
○行事の計画・実施について ⇒ 企画の際、関係の方々に
事前に相談し、進めていくようにしたい。

【１】 学校運営

①校務分掌について、次年度に向けよりよい分掌配置と業務分担になるよう十分に配慮する。
②各分掌や担当で確認して人が代わってもスムーズに運営できるように文書化するなどの工夫をし
ないといけない。
③コロナ感染拡大等の影響を考えながらの学校運営は大変であったと思うが、ご助言をいただきな
がら予定していた行事の多くを実施することができありがたかった。　④可能な限り業務の平準化を。
⑤広く多様な意見や人物を受け入れる雰囲気が職場内にあるようにお願いする。
⑥個人の思惑ではなく、法律や規定など一定の秩序のもと学校が動くようお願いする。

A 　引継書、手順書をしっかり準備して、安心・安全な
学校運営をお願いしたい。

○校内人事について ⇒ 問題点の指摘が多い。少ない人数
の中で配置を行うため難しい面もあるが、できるだけ多くの
意見を取り入れ、業務の平準化と適材適所を考えて配置し
たい。定通の交流については、先生方の希望と、学校運営
上の課題解消のために行う場合があるが、それ以外の理
由での交流はできるだけ行わないようにしたい。
○業務の引き継ぎについて ⇒ 業務引継書の作成により適
切に引き継いでいただきたい。
○定時制・通信制課程の在り方について ⇒ 年度当初の校
長による方針発表で共有されるが、これを定通用にまとめ
て、先生方に示すようにしたい。
○分掌等への働きかけについて ⇒ 教育目標達成のため
の分掌等への働きかけを増やしていきたい。

【４】 生　徒

①コロナで実施できなかった行事があったのは残念だが、代替行事の企画など、生徒の学校生活を
少しでも充実したものにしようという意図が見えたことは生徒にとっても良かったのではないだろうか。
②人権・同和教育LHRを実施する際、担任の先生方がクラスの状況等を考えながら工夫して実施し
ておられるのでとても効果が高まっていると思う。

A 　いじめなどが起こらないために、相手の欠点ばかり
を見ないような心の教育の充実を願いたい。

○コロナでの代替行事の企画などについて ⇒ 行事の実施
についてはコロナ対応に大変苦慮しているが、今後も生徒
の思いを大切にするとともに、先生方の協力も得ながら各
種行事の企画・運営を行っていく。
○人権・同和教育LHRの実施について ⇒ 人権・同和教育
ＨＲ活動をはじめ、道徳教育（コミトレ）や個人面談等、生徒
一人一人を大切にする取り組みが日常的に行われている
ことが学校全体の雰囲気作りに好影響を与えているように
感じる。

【３】 教　務

①生徒に時間を守って行動することを身につけるためにも、遅刻扱いは規定通り「その日に登録して
いる最初の授業に遅れた場合」にした方が良い。
②テストの実施や時間割変更等、柔軟に対応していただきありがたい。
③授業について皆で考える機会があってよいかと思う。④選択科目、入試などについて教科に関わ
ることは教科に事前に連絡・相談がほしい。また、意見の聞き取りに不公平が生じないようにお願い
する。

A
　読書習慣を身につけさせるため、先生・生徒が読ん
で面白かった本の紹介をもっと行うとよい。
　図書館司書の配置ができるとよい。

○遅刻の扱い ⇒ 運用について，共通理解をはかりたい。
○テストの実施や時間割変更等 ⇒ 引き続きご協力をお願
いする。
○授業について皆で考える機会 ⇒ 個々の生徒への対応
や支援については引き続きケース会議等を利用して共通理
解をはかりたい。全体については，公開授業日等を利用す
るところから始めたい。
○選択科目、入試などについて教科に関わること ⇒ 各教
科との連携と情報の共有化について，一層留意して実施し
たい。

【６】 保　健 ①保健部の行事や取り組みについて尊重願いたい。ご意見等については直接お伝えいただいても構わない。A 　良好な取り組みと言える。

○保健部の業務について ⇒ 様々な機会にお寄せいただ
いたご意見を参考にしながら、日々生徒の健康状況の把
握、相談支援体制、各種講演会がより良いものとなるよう尽
力していきたい。

【５】 進　路
①各学年で段階的に行うべき進路学習の内容（HR活動の実施内容等）を作成・提示してもらいたい。
（誰が担任になっても４年間を通じて一貫性のある進路指導ができるように） A 　遠隔地企業見学や、全学年で企業・学校見学を

行っており、評価はＡが妥当である。

○各学年で段階的に行うべき進路学習の内容について ⇒
各学年段階での進路目標を示し進路主催の行事やHR活動
との関連性を整理することで、進路の手引きを活用しやす
いものにしたい。

○クラスの業務について ⇒ 引き続き、正担任と副担任が
協力してクラスの業務を行う。

【1５】 事　務 ①教員と連絡を密にして仕事をしてくださるのでとてもやりやすい。 A 　良好な取り組みと言える。
○業務について ⇒ 引き続き、教員と連絡を密にして仕事を
行う。

【７】 ルーム ①副担任の先生がクラスの業務に積極的に協力してくださっており大変ありがたい。 B 　生徒はそれぞれに課題を持っている。解決するた
めの支援を行う中で、自立を促してほしい。


